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７
月
８
日
に
、
第
３
回
茨
城
県
議
会
改
革
推

進
会
議
（
小
川
一
成
座
長
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
議
で
は
過
去
２
回
の
議
論
を
踏
ま
え
作

成
さ
れ
た
「
答
申
に
向
け
た
検
討
材
料
」
に
基

づ
き
、
改
革
項
目
の
検
討
協
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
各
委
員
か
ら
は
、
項
目
ご
と
に
多
種
多
様

な
意
見
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
活
発
な
議
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
28
日
に
は
、
第
４
回
会
議
が
開
催
さ
れ
、

前
回
の
議
論
を
踏
ま
え
た
答
申
案
の
検
討
協
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
茨
城
県
議
会

基
本
条
例
の
見
直
し
、
常
任
委
員
会
委
員
の
任

期
の
変
更
、
一
般
質
問
・
質
疑
に
お
け
る
分
割

質
問
の
推
奨
、
決
算
特
別
委
員
会
の
充
実
、
県

民
の
声
を
聴
く
取
り
組
み
、
休
日
議
会
の
開
催
、

若
い
世
代
へ
の
県
議
会
活
動
の
啓
発
推
進
、
女

性
の
参
画
な
ど
議
会
に
お
け
る
多
様
性
の
確
保

な
ど
、
31
の
項
目
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
第
１
次

答
申
が
決
定
し
、
同
日
、
小
川
座
長
か
ら
常
井

議
長
へ
答
申
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
18
日
に
は
、
第
５
回
会
議
が
開
催
さ
れ
、

第
１
次
答
申
に
基
づ
く
議
会
改
革
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
第
１
次
答
申

で
示
さ
れ
た
茨
城
県
議
会
基
本
条
例
の
見
直
し

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
改
正
条
例
案
の
検
討
協

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
改
正
条
例

案
は
了
承
さ
れ
、
改
正
条
例
案
に
係
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
県
民
目
線
に
立
っ
た
議
会
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、
引
き
続
き

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

茨
城
県
議
会
で
は
、
県
議
会
改
革
推
進
会
議
の
第
１

次
答
申
を
踏
ま
え
、
県
議
会
情
報
を
広
く
発
信
す
る
た

め
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
始
め
ま
し
た
。

「
茨
城
県
議
会
改
革
推
進
会
議
」の

第
１
次
答
申
が
決
定
、
提
出
さ
れ
ま
し
た

茨
城
県
議
会
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
を

始
め
ま
し
た
！

県議会ツイッターは
こちらからご覧にな
れます。

茨城県議会
公式ツイッターアカウント
＠ibarakikengikai

議
員　

施
設
環
境
や
利
用
定
員
・
児

童
数
な
ど
を
把
握
し
、
都
市
と
郊
外

の
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
て
保
育
所
整

備
の
在
り
方
を
示
し
、
市
町
村
の
取

り
組
み
へ
の
支
援
が
望
ま
れ
る
。
今

後
の
整
備
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

知
事　

保
育
の
受
皿
整
備
は
、
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
た
対
応
が
必
要
。

長
期
的
な
将
来
予
測
も
勘
案
し
て
大

規
模
な
施
設
整
備
だ
け
で
な
く
、
保

育
マ
マ
な
ど
多
様
な
保
育
の
受
皿
確

保
に
努
め
て
い
く
。
定
員
割
れ
の
地

域
で
は
、
市
町
村
間
の
調
整
を
通
じ

て
、
保
育
の
広
域
利
用
を
推
進
す
る
。

議
員　

税
に
よ
る
施
策
展
開
に
一
定

の
成
果
は
あ
る
が
、
恒
久
化
す
べ
き

で
は
な
い
。
施
策
の
実
績
な
ど
か
ら
、

県
民
の
理
解
促
進
を
行
っ
た
上
で
延

長
す
べ
き
か
明
確
に
し
、
今
後
の
施

策
を
検
討
す
べ
き
だ
が
、
所
見
は
。

知
事　

税
を
活
用
し
た
施
策
に
よ
り
、

森
林
経
営
の
集
約
化
や
霞
ヶ
浦
の
水

質
改
善
な
ど
に
一
定
の
効
果
が
表
れ

て
き
て
い
る
が
、
検
証
の
結
果
、
効

果
の
高
い
施
策
へ
の
さ
ら
な
る
重
点

化
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
課
税
期

間
は
専
門
家
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、

見
直
す
方
向
で
検
討
す
る
。

（
ほ
か
に
、
茨
城
に
お
け
る
優
良
種

苗
・
種
子
の
生
産
振
興
の
取
り
組
み
、

通
学
路
の
安
全
対
策
な
ど
も
質
問
）

議
員　

今「
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク ※2

」
が
注

目
さ
れ
て
い
る
が
、
性
差
を
踏
ま
え
、

女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
沿
っ
た

き
め
細
か
な
健
康
問
題
へ
の
対
策
が

必
要
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

女
性
の
体
や
妊
娠
・
出
産
に

関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
を

進
め
る
。
ま
た
、
女
性
従
業
員
の
健

康
増
進
な
ど
に
取
り
組
む
企
業
の
認

定
な
ど
、
性
差
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
着
目
し
た
施
策
を
推
進
し
、
女
性

が
社
会
で
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
、
女
性
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
。

議
員　

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
視
点
を
取

り
入
れ
た
国
土
強
靭
化
を
強
力
に
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
流
域
治

水
が
重
要
と
考
え
る
が
、
ど
う
取
り

組
む
の
か
。

知
事　

国
の
「
５
か
年
加
速
化
対
策 

 ※4

」
な
ど
の
財
源
を
活
用
し
、
流
域

全
体
で
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
協
働
し

て
取
り
組
む
流
域
治
水
や
、
強
靭
な

緊
急
輸
送
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

な
ど
の
加
速
化
を
図
る
。
特
に
、
流

域
治
水
は
、
抜
本
的
な
治
水
対
策
へ

の
転
換
や
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
視
点
か

ら
も
重
要
で
あ
る
た
め
、
国
や
市
町

村
な
ど
と
連
携
し
、
推
進
し
て
い
く
。

議
員　

保
健
所
な
ど
で
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
 ※5

策
定
な
ど
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
を
踏
ま
え
、
医
療
提
供
体
制
の
再

構
築
が
必
要
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

今
後
の
感
染
拡
大
に
備
え
、

８
７
０
床
程
度
ま
で
の
病
床
確
保
に

向
け
医
療
従
事
者
の
確
保
に
つ
い
て

県
医
師
会
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
計
画
的
な
保
健
師
派
遣
な
ど

保
健
所
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
構

築
す
る
ほ
か
、
医
療
機
関
を
含
め
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。

議
員　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
や
交
流

拠
点
と
し
て
、
こ
ど
も
食
堂
を
県
内

各
小
学
校
区
に
１
つ
以
上
設
置
し
、

地
域
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
定
着
さ
せ
た

い
と
考
え
る
が
、
県
の
取
り
組
み
は
。

知
事　

県
で
は
こ
ど
も
食
堂
の
総
合

的
支
援
拠
点
「
子
ど
も
食
堂
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
い
ば
ら
き
」
を
立
ち
上

げ
、
現
在
県
内
に
１
０
０
カ
所
以
上

の
こ
ど
も
食
堂
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
支
援
を
必
要
と
す
る
子
育
て

世
帯
へ
の
情
報
発
信
、
資
金
調
達
や

運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
助
言
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
食
材
提
供
の
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
の
支
援
を
強
化
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
処
理
水
の
海
洋
放
出
、
活
力
が
あ

り
、
付
加
価
値
生
産
性
の
高
い
茨
城

農
業
づ
く
り
な
ど
も
質
問
）

八島　功男 議員
公 　明　 党
土 浦 市 選 出  

女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
と

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
※3
の
視
点
か
ら
の

防
災
・
減
災
政
策

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
を

踏
ま
え
た
こ
れ
か
ら
の
医
療
提
供
体
制
整
備

ふ
れ
あ
い
・
賑
わ
い
の
「
こ
ど
も
食
堂
」、

人
に
優
し
い
茨
城
づ
く
り

代表質問（要旨）
議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
収
束

が
見
え
な
い
中
、
県
民
が
安
心
し
て

生
活
す
る
た
め
、
医
療
提
供
体
制
の

充
実
と
保
健
所
の
体
制
強
化
が
重
要

と
考
え
る
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

第
６
波
に
備
え
病
床
確
保
を

進
め
て
い
る
。
臨
時
の
医
療
施
設
の

医
療
従
事
者
確
保
の
た
め
、
医
師
会

と
の
協
議
を
早
急
に
進
め
る
。
感
染

拡
大
時
に
保
健
所
職
員
に
超
過
勤
務

が
生
じ
な
い
よ
う
、
業
務
内
容
や
本

庁
と
の
役
割
分
担
な
ど
を
検
証
し
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
構
築
す
る
。

議
員　

河
川
の
塩
分
遡
上
で
、
企
業

の
生
産
活
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。

管
路
と
施
設
の
老
朽
化
や
耐
震
対
策

も
重
要
で
あ
る
。
新
た
な
企
業
の
誘

致
や
競
争
力
強
化
、
産
業
の
集
積
に

不
可
欠
と
な
る
工
業
用
水
の
重
要
性

を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

知
事　

良
質
で
低
廉
な
工
業
用
水
の

安
定
的
な
供
給
は
、
必
要
不
可
欠
と

認
識
し
て
い
る
。
工
業
用
水
道
管
路

の
耐
震
化
は
令
和
６
年
度
、
浸
水
対

策
は
本
年
度
に
完
了
予
定
で
あ
る
。

那
珂
川
の
塩
分
遡
上
に
つ
い
て
は
、

観
測
機
器
を
新
設
し
て
情
報
提
供
し
、

発
生
の
際
に
は
井
戸
水
で
希
釈
し
て

給
水
し
て
い
る
。
抜
本
的
対
策
と
し

て
は
、
国
が
進
め
る
霞
ヶ
浦
導
水
事

業
が
塩
分
遡
上
の
防
止
に
効
果
が
期

待
で
き
る
と
考
え
る
。

二川　英俊 議員
県民フォーラム
ひたちなか市選出

医
療
・
保
健
所
の
体
制
強
化

企
業
活
動
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

果
た
す
工
業
用
水
の
安
定
供
給

保
育
所
整
備
の
今
後
の
在
り
方

森
林
湖
沼
環
境
税
 ※1

ことば ※4【５か年加速化対策】…災害から人命や社会インフラを守るため、令和７年度までに重点的に取り組む対策を定めた「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」をいう。
※5【BCP】…BCP（事業継続計画）は、自然災害や大事故など、企業活動の継続が危ぶまれる事態が発生した際、中核事業の継続や早期復旧が可能となるよう、緊急時における対応や平時に行うべき活動をとりまとめておく計画。

※1【森林湖沼環境税】…森林および湖沼・河川の環境保全を目的として平成20年度に創設された県税。現行制度の課税期間が令和３年度までであるため、期間の延長と関連条例の改正に向けて検討を進
めている。

※2【フェムテック】…Female（女性）と Technology（技術）を合わせた造語で、月経や更年期など女性特有の健康上の悩みを、先進的な技術で解決する製品やサービスをいう。
※3【レジリエンス】…外からのリスクやストレスに対処する能力であり、「対応力」「回復力」「復元力」「強靭さ」などを指す。

ことば

多世代交流の場として賑わう
こども食堂

工業用水の安定供給を
（那珂川浄水場の様子）

７月 28 日の会議後、常井議長（右から５人目）へ答申書を手渡す小川座長（左から７人目）


